
【概況】
麦の平坦部の出穂期の盛期は４月１６日頃となりました。奥越地区は５月８日頃の見込みです。
早生品種を中心に田植えが順調に進んでいます。収量確保のためには、移植後１か月の初期生育の確保が重要です。

［大麦］
・奥越地区では赤かび病の発生防止のため、出穂期から５日後頃の開花始期と、その７～１０日後の計２回の防除をしましょう。
・圃場内にカラスノエンドウの発生が確認された場合は、早めに手取り等を実施しましょう。
・成熟期の予測は、平坦部で５月３０日頃、奥越地区で６月１７日頃となる見込みです。

［水稲（初期生育確保のために）］
・初期の分げつが増え難くなるため、老化苗の移植は避け、葉齢2.5程度の適期苗の移植を心掛けましょう
・安定して穂数を確保し、収量の増加につなげるため、栽植密度は６０株/坪以上にしましょう
・植付後は、分げつしやすいよう浅水管理（水深３ｃｍ程度）を実施しましょう
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麦成熟期予測・水稲の初期生育確保
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令和７年５月８日

圃場に発生したカラスノエンドウ
（左：４月末撮影・右：成熟期時）

【麦圃場内のカラスノエンドウに注意！】
【成熟期の目安】

出穂期から毎日の平均気温を積算して７５０℃になる頃

出穂期 穂揃期 登熟期 成熟期

平均気温の積算で 750℃



【水稲の初期生育確保のために】
・適期に田植えを行い、老化苗の移植を避けましょう
・栽植密度は６０株/坪以上にしましょう
・植付後は、浅水管理（水深３ｃｍ程度）とし、分げつを促進させましょう

栽植密度と収量の関係性
（令和6年産福井県シャインパール）

50株/坪 60株/坪

栽植密度と収量の関係性
（富山県5月中旬移植コシヒカリ

2005,2006の平均値※）
※守田ら(2011）論文より作図

栽植密度を高めることにより
収量が向上

移植時の葉齢が大きい
（老化苗）場合、

初期生育が鈍化傾向

移植時葉齢と移植１か月後の茎数の関係
（農試5/20移植コシヒカリ 2010～2024）
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気象予報
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